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まえがき

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，紙パルプ技術協会 (JAPAN TAPPI)／財団法

人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。

制定に当たっては，ISO 8791-4 : 1992，Paper and board－Determination of roughness/smoothness (air leak

methods)－Part 4 : Print-surf method を基礎として用いた。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。

JIS P 8151 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（規定）表面粗さ (µm) の計算

附属書 B（規定）プリント・サーフ試験機の整備

附属書 C（規定）面積式流量計の補正

附属書 D（規定）ISO 参照標準によるプリント・サーフ試験機の補正

附属書 1（参考）JIS と対応する国際規格との対比表
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日本工業規格 JIS
P 8151：2004

紙及び板紙－表面粗さ及び平滑度試験方法

（エア・リーク法）－プリント・サーフ試験機法

Paper and board-Determination of roughness/smoothness
(air leak methods)-Print-surf method

序文　この規格は，1992 年に第 1 版として発行された ISO 8791-4，Paper and board－Determination of

roughness/smoothness (air leak methods)－Part 4 : Print-surf method を翻訳し，技術的内容を変更して作成した

日本工業規格である。

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変更の一覧

表をその説明を付けて，附属書 1（参考）に示す。

1. 適用範囲　この規格は，紙及び板紙の表面粗さをプリント・サーフ試験機によって測定する方法につ

いて規定する。

備考1. この規格は，測定ヘッドの保護リングに密着可能なすべての紙及び板紙に適用できる。

2. この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 8791-4 : 1992，Paper and board－Determination of roughness/smoothness (air leak methods)－Part

4 : Print-surf method (MOD)

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS P 0001　紙・板紙及びパルプ用語

JIS P 8110　紙及び板紙－平均品質を測定するためのサンプリング方法

備考 ISO 186：1994，Paper and board－Sampling to determine average quality からの引用事項は，こ

の規格の該当事項と同等である。

JIS P 8111　紙，板紙及びパルプ－調湿及び試験のための標準状態

備考 ISO 187：1990，Paper, board and pulps－Standard atmosphere for conditioning and testing and

procedure for monitoring the atmosphere and conditioning of samples からの引用事項は，この規格

の該当事項と同等である。

JIS Z 8401　数値の丸め方

3. 定義　この規格で用いる主な用語の定義は，JIS P 0001 によるほか，次による。

a) プリント・サーフ表面粗さ (Print-surf roughness)　この規格で規定した条件下で，一枚の紙又は板紙


